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居場所感が醸成される高齢者通所介護の支援に関する検討
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Examination of support for Day service that creates a sense of whereabouts 
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Abstract: For users of a certain Day service facility, we grasped the characteristics of occupational performance that 

can be done with Day service, and examined the viewpoint of Day service support that can foster a sense of whereabouts 

for users. As the method, we conducted a questionnaire survey on the meaning of using Day service for 47 subjects and 

individual interviews for 9 of them. As a result, it became clear that the occupational performance that is possible with 

Day service has the characteristics of enjoying natural interaction with others on an equal position and occupational 

performance that you like at your own will. To foster a sense of whereabouts, create a facility culture where users can 

carry out their occupational performance and it was considered necessary to build an equal and natural human relation-

ship and create an environment that can be used according to the user’s will and mental and physical functions. Howev-

er, since the number of subjects in this study is small, it will be necessary to investigate at other facilities and test the 

hypothesis in the future.

Keywords: Day service：通所介護，Whereabouts：居場所，Elderly：高齢者，Occupational therapy：作業療法，

Mixed methods research：混合研究法

持，健康寿命の延伸，自己や他者に対する信頼を得るこ

とができるとされている 4）．また居場所に含まれる要素

には，身近な立地で近所付き合いができる「物理的居場

所」5），他者と関わりや 4）社会とのつながりがもてる 5）

「社会的居場所」，安心でき自分の存在が肯定され 4,5），

自身のアイデンティティが確かめられる 6）「心理的居場

所」があるとされる．この 3類型は「物理的居場所」

が基盤にあり，人とのつながりなどの「社会的居場所」

における時間経過の中で「心理的居場所」が認識される

ことで居場所の意味を成すとされている 5）．つまり居場

１．はじめに
　要介護認定を受けた高齢者（要介護高齢者）が利用で

きる介護サービスに通所介護（Day service；DS）があ

る 1）．DS の目的は，要介護高齢者が介護サービスを提

供する事業所などに通い，様々な活動や介護，機能訓練

を受けることで利用者の社会的孤立感の解消，心身機能

の維持，利用者や家族の負担の軽減 2）を図ること，お

よび「居場所機能」を担うサービスとされる 3）．この内

「居場所機能」について，居場所をもつ高齢者は今まで

の人生に対する達成感や肯定的な認識，心身の健康保
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感の醸成との関連を見出すことができなかった．しかし

DS がその目的に照らして居場所として機能するには，

人，環境，作業の相互作用によって可能になる作業遂行

と，そこから湧き上がる利用者の心情を丁寧に捉え，居

場所に含まれる要素と関連付けることが必要であろう．

　以上より本研究の目的は，居場所感の醸成を促進する

要因があると想定された某 DS 施設（Certain DS；CDS）

とその利用者を対象に，DSにおける作業遂行が利用者，

DS の環境，DS の作業のどのような相互作用によって可

能になるかを探索的に捉え，その結果を踏まえて作業遂

行の観点から利用者の居場所感の醸成を促進できる DS

の支援の視点について提案することとした．

２．方法
2．1　研究デザイン 

　本研究ではメタ研究法として構造構成的研究法を導入

した．その理由は，本研究は実証的アプローチと解釈的

アプローチという異なる認識論を跨ぐため，研究全体の

理論的基盤としてメタレベル位置するパラダイムに基づ

いた研究法が必要となるためである．その上で混合研究

法の説明的順次デザインの参加者選定モデルを用いて検

討した．このデザインは，最初に量的データの収集と分

析（量的フェーズ）を行いデータの全体的な傾向を明ら

かにし，その結果を踏まえて個人の経験や文脈に関する

質的データの収集と分析（質的フェーズ）を加えるとい

うものである．参加者選定モデルとは，量的フェーズの

結果から質的フェーズの参加者を研究目的に照らして関

心相関的に選定するためのモデルである．つまり本研究

では量的フェーズと質的フェーズを方法レベルで連結

し，質的フェーズの対象者選定において量的フェーズの

結果，即ちデータの全体的な傾向を根拠とすることで，

CDS の作業遂行における人，環境，作業の相互作用の

理解につながる適切な対象者を選定する可能性を高める

ことができ，本研究の目的に適したデザインであると判

断した．本研究では量的フェーズを研究 1，質的フェー

ズを研究 2と称して実施した．

2．2　対象施設の概要と選定理由 

　対象施設である CDS の概要は，利用者は半日単位（1

回約 3時間）で週に 1〜 2回通所しており，1回の利

用者数は最大 15名であった．主なサービス内容は，運

動機器を使用した身体的エクササイズや機能訓練指導員

所とは，単なる物理的な場所ではなく，その場所におけ

る社会的な関わりから湧き上がる主観的経験によって規

定された場所といえる．これを踏まえて本研究では，人

がある場所において居場所と感じる心情を「居場所感」

とし，居場所で過ごすことで湧き上がる過程を「居場所

感の醸成」と定義する．

　他方，「作業」に焦点を当てて，人々の健康と幸福の

促進を目的に実施されるのが作業療法である 7）．作業

とは，対象者にとって目的や価値を持つ生活行為であ

る 7）．また作業療法では人を作業的存在と捉える 8）．こ

こには「意味のある作業」をすることで自分自身がどの

ような存在かが決まるという意味が含まれている．意味

のある作業をすることを「作業遂行」というが，これは

作業遂行に関わる要素を環境も含めて包括的に捉える

Person-Environment-Occupation Model of occupational 

performance（PEOモデル）9）によって説明されている．

このモデルでは，人（心身機能，心情等），環境（物理

的，社会的環境等），作業（難易度，なじみやすさ等）

の相互作用によって，3要素の接合点にある作業遂行の

質が向上すると考えられている 9）．これまでは人，環

境，作業の適合が作業遂行を動機付けることや 9），失語

症者に対する作業遂行に着目した DS 支援により，DS

内での活動性向上，Quality of Life の肯定的変化を認め

た報告や 10），PEO モデルを用いた認知症者への介入に

より事例自身が作業的存在であることを再認識したとい

う報告がある 11）．

　こうした作業遂行の考えと居場所の特徴には，その人

が生きる環境においてその人の存在自体やアイデンティ

ティが肯定されるという共通点がある．つまり DS にお

いて作業遂行を可能にして利用者の作業的存在を保障す

ることは，DS における居場所感の醸成につながる可能

性があると考えられた．そして従来は PEO モデルの

「人」，即ち利用者の特に心情に焦点を当てた研究がなさ

れてきた．その結果，利用者の中には DS に嫌悪感を抱

き 12），思い通りに活動できず 13），受動的な態度で利用

しており 14），DS の対人関係が否定的イメージにつなが

ることが明らかになっている 2,12,13）．これは一部の利用

者の心情であるが，こうした心情を抱く利用者は DS で

居場所感が醸成されにくい可能性がある．またこれらの

研究は基本情報などの断片的な情報は開示されていた

が，利用者の心情が人，環境，作業のどのような相互作

用によるものなのか推測が難しく，DS における居場所
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題点を参考に研究目的に照らして関心相関的に設定し，

Visual Analogue Scale （VAS）を用いて回答を求めた．

VAS 値（mm）が高いほどその心情を強く感じているこ

とになる．実際の VAS の質問項目は，CDS 利用に対す

る①重要性，②楽しさ，③利用日の気分，④職員との人

間関係の満足感，⑤他利用者との人間関係の満足感，⑥

設備の満足感，⑦プログラムの満足感，⑧利用効果の満

足感，⑨ CDS の全体的な満足感，⑩非利用日の気分，

⑪生活の満足感，⑫健康状態の満足感の 12項目であっ

た． 

2．4．2　研究２のデータ収集内容

　研究 1の結果を踏まえて CDS に対する思いを明らか

にするために個別インタビューを実施した．インタビュ

アーは筆者が行い，実施場所は CDS か対象者の自宅で

あった．研究 1 と 2 の結果を解釈する際に，インタ

ビューの質問項目と VAS の質問項目を可能な限り合致

させることが理想であるが，VAS の質問項目をそのま

ま用いると対象者の語りを制限してしまうことが推測さ

れたため，まずはオープンクエスチョンの質問項目（表

1）を設定し，その上で研究 1の結果を踏まえながら質

問を展開した．

2．5　分析方法

2．5．1　研究１の分析方法

　対象者 47名の基本情報とVAS 値の集計を行った．そ

の後，VAS 値を用いて主成分分析を行った．主成分負

荷量に含まれる内容を確認し，本研究では寄与率が高い

第 1，第 2主成分に着目した．その上で主成分の特徴を

反映した対象者を分類して抽出するために，主成分分析

で導出された主成分得点を用いてクラスター分析を行

い，対象者 47名を 3つのグループに分類した．統計学

的分析は SPSS Ver.27 を使用した．

2．5．2　研究２の分析方法

　研究 2の対象者は，量的フェーズの結果を踏まえて

質的フェーズの参加者を決めるという説明的順次デザイ

ンの参加者選定モデルを用い，その上で研究 1に参加

による個別訓練を提供していた．調査時の職員は，介護

職員 4名，機能訓練指導員 2名であった．選定理由は，

筆者は作業療法士として利用者の個別機能訓練や他の職

員に対する機能訓練のファシリテートなどを行った経験

から利用者との人間関係が築かれ，研究目的に即した

データ収集が可能と判断した．また CDS は介護保険制

度の理念に根ざしたサービスが貫かれ，利用者同士で交

流しながら設置された運動機器を互いに譲り合って使用

し，自律的に活動する様子が観察できた．また地域密着

型の施設として運営されていたため利用者からみると身

近な立地にあり，利用者同士で顔見知りの者もいた．そ

のため CDS には作業遂行を可能にする環境と作業があ

り，その結果，居場所感が醸成されやすい条件が整って

いる可能性が高いと判断し対象施設とした．

2．3　対象者 

　CDS の利用者 73名の内，会話とアンケート回答が可

能，認知症と診断されていない，利用開始 12ヶ月以上

が経過，研究の説明を受け同意が得られた者の条件を満

たす 47 名を対象とした．利用開始 12 ヶ月以上とした

理由は，CDS では 3ヶ月毎に個別の通所介護計画が修

正されていた．その際に利用者の意見が聴取されて

CDS の通所介護計画に反映される．その内容は CDS 職

員にカンファレンスを通じて周知されていた．従って利

用者への意見聴取と通所介護計画の修正が複数回実施さ

れ，その内容を反映した DS 支援が実際に実施されたタ

イミングが CDS において居場所感が醸成される機会に

なり得ると判断した．

2．4　データ収集内容

2．4．1　研究１のデータ収集内容

2．4．1．1　対象者の基本情報

　対象者の基本属性（性別，年齢），基礎疾患，社会的

情報（要介護度，世帯情報，CDS の利用期間）を CDS

の記録物から収集した．

2．4．1．2　CDS の利用意識と生活と健康の満足感

　CDS の利用意識と生活と健康の満足感の全体的傾向

を明らかにするために，CDS 利用に対する思いと，そ

れに関連すると考えられた利用しない日の気分，生活と

健康の満足感に関する質問紙調査を 47名の対象者に実

施した．VAS の質問項目は，利用者の心情に着目した

これまでの研究 12〜 15）によって明らかにされたDSの問

 

  

表1 インタビューガイド

① CDSに対する利用前の印象はどのようなものでしたか？

② 実際にCDSを利用してみてどのような印象ですか？

③ あなたにとってCDSはどのような意味がありますか？

④ ③は実際に利用してみてどのように変化しましたか？その理由は？

⑤ 上記のようにCDSを利用することをどのように感じていますか？

（実際には，研究１の結果も参照して質問した）

表 1　インタビューガイド
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2．6　調査期間

　研究 1 は 2018 年 7 月〜 8 月，研究 2 は 2019 年 1

月〜 3月に実施した．

2．7　倫理的配慮

　対象者には研究目的と方法，同意しない場合の権利保

障，個人情報保護について口頭と文書にて説明を行い同

意が得られた者を対象者とした．聖隷クリストファー大

学倫理審査委員会の承認を得て実施した（承認番号：

18010，18061）．

３．結果
3．1　研究 1 の結果

3．1．1　対象者の基本情報（表２）

　対象者は男性 19 名，女性 28 名，平均年齢は 81 ±

5歳，要介護度は要支援 1・2が 26名，要介護 1・2が

19名，要介護 3が 2名，基礎疾患は整形疾患が 22名，

脳血管疾患が 9名であった．世帯情報は他者と同居し

ている者が 30 名，独居が 17 名であり，利用期間は

36ヶ月以上利用している者が 23名であった．

3．1．2　CDS の利用意識と生活と健康の満足感

3．1．2．1　VAS 値の集計結果（表３）

　VAS 値の全体平均は 67.9 ± 20.1mmであった．平均

値が高かった項目は「職員との人間関係の満足感」「重

要性」が 75mm以上，「CDS に対する全体的な満足感」

「楽しさ」「設備の満足感」「プログラムの満足感」「利用

日の気分」は 70mm以上であった．一方「非利用日の

気分」「健康状態の満足感」「生活の満足感」は 50mm

台であった．

した 47名の中から混合研究法で用いられる最大多様性

サンプリングを行なった．このサンプリングは，研究目

的に照らして異なる見方の個人を選定することで，網羅

的に多様な意見を収集することを目的としたものであ

る．実際には，まず研究 1の VAS を用いた質問紙調査

の際に個別インタビューの協力者を募った．次に研究 1

で分類した 3つの各グループから１名ずつ選定して順

に個別インタビューを行った．この手順を繰り返し最終

的に各グループから 3名ずつ，合計 9名に達した時点

で個別インタビュー内容に新たな情報が加わることがな

くなったため理論的飽和に達したと判断し，それ以降の

新たな対象者選定をやめた．個別インタビューの内容は

IC レコーダーで録音し，その内容を逐語録化した．次

に逐語録を元に個別 KJ 法 1ラウンドの手法に従いイン

タビュー内容を統合・構造化した．実際には，通常の 1

ラウンドの手順に従い，ラベル作り，ラベル広げ，ラベ

ル集め，表札作り（第 1〜 3段階），図解化，文章化の

順で実施した．

　最後に，KJ 法の第 2，3段階の表札内容を PEO モデ

ルの 3要素に当てはめて，CDS で可能な作業遂行の特

徴をまとめた．第 2，3段階の表札に着目した理由は，

第 1段階の表札の場合その内容が個別具体的で本研究

で得られた知見の適用範囲が限定的となることが予測さ

れたため，第 1段階よりも統合が進んだ第 2，3段階の

表札内容に着目して汎用性をもたせ，本研究で得られた

知見の適用範囲を他利用者や他施設に広げることを意図

したためである．実際のまとめでは，表札内容と PEO

モデルの 3要素の関係，および各表札がどの対象者や

クラスターの語りから作成されたかを表にまとめ，各対

象者やクラスターの違いによる語りの特徴を分析した．

また PEO モデルでは，人と環境，人と作業，環境と作

業の相互作用の可能性もあり，これらは作業遂行にも関

係すると考えられている 15）．そこで作業遂行に関係す

る各表札内容，および各表札が PEO モデルのどこに位

置するかを，PEO モデルの概念図に当てはめながら図

示し CDS で可能な作業遂行の特徴をまとめた．

　なお筆者は霧芯館主催の KJ 法研修会を受講し，KJ 法

を用いた研究経験がある指導者に指導を受けた．また作

業療法士 10名が所属する大学院のゼミで協議し結果の

確実性の確保に努めた．

  
 性別 男性 / 女性 19（40.4%） / 28（59.6%）

 年齢

 要介護度 要支援1・2 26（55.3%）

要介護1・2 19（40.4%）

要介護3 2 （4.2%）

 基礎疾患 整形疾患 22（46.8%）

脳血管疾患 9 （19.1%）

呼吸器疾患 3 （6.4%）

心疾患 2 （4.2%）

その他 11（23.4%）

 世帯情報 子供またはその家族と同居 20（42.5%）

独居 17（36.2%）

配偶者と2人暮らし 10（21.3%）

 利用期間 12ヶ月〜24ヶ月 11（23.4%）

（平均33±13ヶ月） 24ヶ月〜36ヶ月 13（27.7%）

36ヶ月〜 23（48.9%）

表2 対象者の基本情報の集計結果

平均81±5歳

（略語）対象施設：CDS，（単位）人数（%），n=47　　

表 2　対象者の基本情報の集計結果
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「CDS に対する満足感」はやや高い，クラスター 2は

「生活と健康の充足感」と「CDS に対する満足感」が共

に高い，クラスター 3は「生活と健康の充足感」は高

いが「CDS に対する満足感」は低いという特徴を示す

集団であった．

3．2　研究 2 の結果

3．2．1　対象者の基本情報

　ここでは研究 1に参加した 47名の中から，合計 9名

とした．A，B，C 氏はクラスター１，D，E，F 氏はク

3．1．2．2　VAS 値の主成分分析とクラスター分析の結果

　VAS 値の主成分分析により導出した主成分の累積寄

与率が80％を超えた時点で5つの主成分が抽出できた．

本研究では，寄与率が高かった第 1主成分と第 2主成

分に着目した．主成分の命名は，第 1主成分を「CDS

に対する満足感」，第 2主成分を「生活と健康の充足感」

とした（表 4）．次に，第 1，2 主成分の主成分得点を

用いたクラスター分析によって対象者 47名を 3つのグ

ループに分類した（図 1）．図 1より，対象者 47 名の

中でクラスター 1は「生活と健康の充足感」は低いが

  
質問項目 平均値±SD

①重要性 75.4±21.1

②楽しさ 72.8±22.3

③利用日の気分 70.9±21.3

④職員との人間関係の満足感 77.5±17.9

⑤他利用者との人間関係の満足感 69.5±21.3

⑥設備の満足感 70.5±18.4

⑦プログラムの満足感 71.5±17.5

⑧利用効果の満足感 65.5±21.2

⑨CDSの全体的な満足感 74.2±16.6

⑩非利用日の気分 52.0±21.6

⑪生活の満足感 59.8±22.5

⑫健康状態の満足感 54.8±22.5

全体平均 67.9±20.1

（略字）Standard deviation：SD，単位：mm，n=47 

表3 VAS値の集計結果   

第1主成分 第2主成分

楽しさ 0.886 0.054

プログラムの満足感 0.853 -0.269

人間関係の満足感（対職員） 0.832 -0.242

人間関係の満足感（対利用者） 0.820 0.164

CDS全体的な満足感 0.819 -0.087

利用日の気分 0.809 0.173

設備の満足感 0.711 -0.233

重要性 0.629 -0.287

生活の満足感 0.357 0.811

健康の満足感 0.233 0.788

非利用日の気分 0.065 0.538

利用効果の満足感 0.456 0.039

寄与率（％） 45.805 15.859

累積寄与率（％） 45.805 61.664

固有値 5.497 1.903

質問項目
主成分負荷量

　＜主成分の命名＞　第1主成分：CDSに対する満足感

　　　　　　　　　　　　　　 第2主成分：生活と健康の充足感

表4　VAS値の主成分分析の結果
表 3　VAS 値の集計結果 表 4　VAS 値の主成分分析の結果

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 VAS の主成分得点を用いたクラスター分析の散布図と対象者の位置付け 

  

図 1　VAS の主成分得点を用いたクラスター分析の散布図と対象者の位置付け
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に参加させられ楽しくない〉という体験がある．そして

【自分に合った小規模 DS】は【管理的な大規模 DS への

不満】に対立する心情として浮かび上がる．特に対象者

は《Ⅱ．CDS の設備と対人交流から楽しさと癒し》を

感じていた．その内情は〈1．CDS の規模が自分に合っ

ており〉，要介護高齢者にも〈2．使いやすい設備があ

るため安心して動きやすく〉，〈3．利用者同士の会話で

癒され〉〈4．自分の趣味を持ち込めて楽しさ〉を感じ

る者もいる．こうした【自分に合った小規模 DS】には

良質な人間関係が伴う．そこには《Ⅲ . 心理的な安心感

が得られる職員への感謝》がある．対象者は CDS の職

員に対し〈2．人の気持ちがわかるやさしさ〉を感じ

〈4．言葉で癒してくれる〉ことや〈1．先を読んで支援

する〉，〈3．何気ない介助に高い専門的な技術を感じる〉

ことで利用者の安心と感謝につながる．次に《Ⅳ . 遠慮

なく関われる人間関係》では，特に〈1．職員との対等

ラスター 2，G，H，I 氏はクラスター 3から選出した．

各対象者の基本情報は表 5にまとめた．

3．2．2　逐語録のラベル化と図解化

　インタビュー時間の合計は 524 分，所要時間は 1人

平均 58 ± 8分であった（表 5）．KJ 法による統合・構

造化の結果，ラベル総数は 259 であった．それらを図

解化し第 2，3段階で作成された表札を抜粋したものが

図 2である．図 2の内容は以降の文章化にて説明した．

3．2．3　文章化

　文章化では，第 3段階で生成された表札内容は《ロー

マ数字．内容》，第 2段階で生成された表札内容は〈ア

ラビア数字．内容〉，シンボルマークは【 】で示した．

　対象者の中には《Ⅰ . 大規模 DS は利用者の言動を管

理するため不満》を感じる者がいる．この背景には大規

模 DS で〈1．子供扱いされて 1日が長い〉〈2．一方的

に言動をコントロールされる〉〈3．強制的に集団訓練

  

　A氏 男 70歳代 要介護1 脳血管疾患 独居 　約4年 55分

　B氏 男 80歳代 要介護1 脳血管疾患 独居 　約4年半 63分

　C氏 男 70歳代 要介護2 呼吸器疾患 独居 　約4年半 48分

　D氏 女 80歳代 要支援2 整形疾患 独居 　約3年半 58分

　E氏 男 80歳代 要支援2 整形疾患 妻と同居 　約4年半 68分

　F氏 女 80歳代 要介護1 脳血管疾患 子と同居 　約3年 67分

　G氏 男 70歳代 要支援2 整形疾患 妻子と同居 　約3年半 55分

　H氏 女 80歳代 要介護1 整形疾患 子と同居 　約4年半 64分

　I氏 男 70歳代 要介護1 整形疾患 妻子と同居 　約3年半 46分

（略字）cluster：CL   

表5 研究2の対象者の基本情報

世帯情報基礎疾患要介護度年齢性別対象者CL 利用年数 面接時間

1

2

3

表 5　研究 2 の対象者の基本情報

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 居場所感を醸成する DS の図解 

  

Ⅰ. 大規模DSは利用者の言動を

管理するため不満が大きい③

大規模DSは一方的に言動をコン

トロールされる②

大規模DSは子供扱いされて1日

が長い②

管理的な大規模DSへの不満

大規模DSは強制的に集団訓練

に参加させられて断れないし楽し
くない②

Ⅱ. CDSの設備と対人交流から

楽しさと癒しを感じる③

使いやすい設備があるため安心

でき動きやすい②

CDSくらいの規模が自分に合って

いる②

自分に合った小規模DS

利用者同士で会話する時間が癒

される②

CDSに自分の趣味を持ち込めて

楽しい②

Ⅳ. C-DSには遠慮なく関われる

人間関係がある③

CDSは活動を無理強いされず居

心地がいい②

職員と対等に関わることができる

②

対等な人間関係

冗談や愚痴を言えるCDSの職員

が好き②

同じ病気の利用者と協力的な人

間関係を築ける②

Ⅲ. 心理的な安心感が得られる

職員に感謝する③

人の気持ちがわかるやさしい職

員に感謝している②

安心できる職員の存在

何気ない介助に高い専門的な技

術を感じる②

言葉で癒してくれる職員に感謝し

ている②

先を読んで支援してくれる職員に

安心する②

Ⅵ. CDSで過ごす時間によって老いや障害

を肯定的に受け入れた③

安心して死ねる年寄りになれた②

周囲の支えで今の生活があると

ようやく気付けた②

二度生まれの境地

病前よりも今の方が幸せを感じる

ようになった②

職員との交流でこのままでいいと

思えるようになった②

Ⅴ.自由な施設文化が

作業遂行を可能にする③

作業の主体性と自己決定が

尊重される②

自分の意思で好きな作業が

できる②

自由な施設文化

CDSでは子供染みたレクリ

エーションがないことが良い
②

支える

シンボルマーク

第２段階（②）

第３段階（③）

凡例

因果関係

関係あり

反対

図 2　居場所感を醸成する DS の図解
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　次に各表札がどの対象者の語りから作成されたかをみ

ると，概ね全ての表札に 3つのクラスターの対象者か

らの語りが関係していた．一方で第Ⅰ表札ではクラス

ター 2，第Ⅲ表札ではクラスター 3の語りがなかった．

　最後に，第Ⅱ〜Ⅵ表札の内容を元にして CDS で可能

な作業遂行の特徴を図 3にまとめた．第Ⅰ表札は CDS

の作業遂行とは直接関係しない内容であったため図 3

への付記は除外した．以下，CDS で可能な作業遂行の

特徴が導かれた表札の表記を第 3段階はローマ数字，

第 2段階はアラビア数字で記した．まず第Ⅱ -3，第Ⅲ

-1 〜 3，第Ⅳ -1 〜 4 より，CDS における良好な対人関

係に対して肯定的な心情が引き出されていた．そして作

業遂行には第Ⅳ -1 〜 3が位置することから，CDS の良

好な人間関係が作業遂行を可能にしていることがわか

る．従って CDS で可能な作業遂行の第 1の特徴は「職

員や他利用者と対等で自然な交流を楽しむ」とまとめ

た．

次に，作業遂行に関係する内容はⅤ -1 であった．KJ 法

の展開図（図 2）より第Ⅴ表札は第Ⅱ〜Ⅳ表札の内容を

支える表札であることから，人と環境，およびその相互

作用に含まれる肯定的心情を「安心」，作業の主体性や

自己決定を「意思」，作業およびその相互作用に含まれ

る肯定的心情を「好きな作業」とし，これを踏まえて

CDS で可能な作業遂行の第 2の特徴を「自分の意思で

好きな作業を安心して遂行する」とまとめた．

に関わり〉によって〈2．活動を無理強いされず居心地

よく〉〈3．冗談や愚痴を言える CDS 職員が好き〉にな

る．こうした自然な対人交流は〈4．同じ病気の利用者

と協力的な人間関係を築ける〉ことにもつながる．この

【安心できる職員の存在】と【対等な人間関係】は，【自

由な施設文化】に支えられる．CDS 独自の施設文化に

より《Ⅴ . 自由な施設文化が作業遂行を可能にする》こ

とができ，対象者自身が〈1．作業の主体性と自己決定

が尊重される〉ことを実感することで〈2．自分の意思

で好きな作業ができる〉ようになる．また〈3．子供染

みたレクリエーションがない〉ことも作業を強制しない

【自由な施設文化】の表れである．その結果《Ⅵ .CDS で

過ごす時間によって老いや障害を肯定的に受け入れた》

という【二度生まれの境地】に達する．その内情は〈1．

周囲の支えで今の生活があると気付き〉〈2．病前より

も今の方が幸せを感じるようになった〉．そして〈3．

このままでいいと思えるようになり〉〈4．安心して死

ねる年寄りになれた〉という境涯に至る．

3．2．4　CDS で可能な作業遂行の特徴（表 6）

　表 6より，表札内容と PEO モデルの構成要素の関係

をみると第Ⅱ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ表札で人，環境，作業の全て

の要素が含まれていた．また第Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ表札は CDS

内の人間関係に関わる内容，それを支える第Ⅴ表札は

CDS で可能な作業遂行であり，その中で得られた CDS

利用の効果が第Ⅵ表札の内容であった．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 PEO モデルにおける CDS で可能な作業遂行の特徴 

  

（人）

（環境） （作業）

Ⅱ-１

Ⅱ-２

Ⅱ-３

Ⅱ-４
Ⅲ-１

Ⅲ-２

Ⅲ-３

Ⅲ-４
（作業遂行）

Ⅳ-１

Ⅳ-２

Ⅳ-３

Ⅳ-４

Ⅴ-１

Ⅴ-２

Ⅴ-３

Ⅵ-３

Ⅵ-２

Ⅵ-４

Ⅵ-１

• 利用者が使いやすい物理的環境

• 子供扱いされない社会,文化的環境
• 安心できる職員がいる社会的環境

• 管理されない社会,文化的環境
• 利用者の意思が尊重される社会,文化的環境
• 他者の支えを実感できる社会,文化的環境

• CDSは自分に合っていると感じる

• CDSは安心でき，癒され，楽しい
• CDSは居心地がいい

• 職員との対等性を感じる
• 職員に好感を抱く
• 自分の意思

• 生活の尊さ，満足，幸せを感じる
• 安心して死を受容できる

• 利用者との会話

• 利用者同士で協力的な関係を築く
• 職員との会話

• 無理強いされない作業
• 自分の好きな作業
• 個別的な作業

• 職員や他利用者と対等で自然な交流を楽しむ

• 自分の意思で好きな作業を安心して遂行する

ローマ数字はKJ法第３段階の表札，アラビア数字はKJ法第２段階の表札番号を示す．

(人と作業の相互作用)(人と環境の相互作用)

(環境と作業の相互作用)

図 3　PEO モデルにおける CDS で可能な作業遂行の特徴



日本福祉大学健康科学論集　第 25巻　2022 年 3月

－ 8－

 

表 6　表札内容に含まれる PEO モデルの構成要素および各対象者の語りの有無
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根本をなすものであった．これまで利用者の中には，思

い通りに活動できず 13）受動的な態度で利用している 14）

ことからも，自分の意思で好きな作業ができることは

CDS の特徴といえる．また対象者は CDS の物理，社会，

文化的環境に対して使いやすさ，安心，癒し，楽しさ，

居心地の良さを感じていた．この心情は心理的居場所の

要素 4）にも含まれる．まず CDS の物理的環境に関して，

対象者は使いやすさや安心感を抱いていた．この結果は

CDSの物理的環境と対象者の心身機能が調和しやすかっ

たことを意味すると考えられる．無論，心身機能は個別

性が高いことから物理的環境を利用者の心身機能に合わ

せて使用や調整できることが必要と思われる．こうした

物理的環境が居場所として機能するためには，利用者の

意思を受容し好きな作業を可能にする別の環境要因が必

要であろう．その要因が利用者の意思が尊重される社

会 , 文化的環境であったと考えられる．つまり物理的環

境を自分の意思で使用や調整できるという認識は，その

利用者を取り巻く人間関係や施設文化が許容しているか

らこそ引き出されたものと思われる．さらには好きな作

業を自分の意思で安心して遂行できる CDS の社会 , 文

化的環境は，対象者の作業的存在を保障することでもあ

る．これは対象者の存在やアイデンティティの肯定にも

関係するため心理的な居場所感の醸成につながった可能

性が高い．しかしこの結果についてもクラスター 1，3

の対象者は，利用者の言動に管理的な大規模施設での経

験と比較することで CDS に対する好感が引き出された

可能性がある．

　また，CDS で過ごす時間によって障害を肯定的に受

け入れる対象者がいたことは特筆すべき結果である．こ

の心境の変化は，対象者が自身の障害を受容する境涯に

至ったと推察できる．障害受容は「あきらめでも居直り

でもなく，障害に対する価値観（感）の転換であり，障

害をもつことが自己の全体としての人間的価値を低下さ

せるものではないことの認識と体得を通じて，恥の意識

や劣等感を克服し積極的な生活態度に転ずること」18）

と定義されている．即ち CDS において対等で自然な文

脈から導かれた他者との交流と，利用者中心の施設文化

の中で作業的存在を保障された経験が自身の障害に対す

る否定的な価値観を翻らせて自分の価値を再認識できた

と考えられた．この結果は居場所感の醸成によってもた

らされた量的には評価できない次元における DS 利用の

新たな効果であることが示唆された．

４．考察
4．1　CDS で可能な作業遂行の特徴について

　本研究の結果より，CDS で可能な作業遂行の 2つの

特徴が明らかとなった．まず第 1の特徴は「職員や他

利用者と対等で自然な交流を楽しむ」であった．これま

では DS の対人関係が否定的イメージを生むとされるこ

とから 2,12,13），良好な対人関係を構築して楽しめること

は，他者との交流自体が作業遂行として成立している可

能性を示しており，CDS の特徴とも考えられる．特に

対象者は職員に対して対等性，感謝，癒し，安心感と

いった心理的居場所の要素 4）に含まれる心情を抱いて

いた．また利用者同士の交流では，互いの疾病を起点と

した協力的な関係を築く者がいた．これはピアサポート

が得られる関係を構築していたと思われる．ピアサポー

トの考えは特に集団リハビリテーションの場で重視され

るが 16），CDS では集団リハビリテーションは実施して

おらず，返ってそのことを肯定的に捉える者や子供扱い

される集団を嫌う者もいた．つまり本研究の結果は，他

利用者と対等で自然な交流を楽しめる社会，文化的環境

があれば，無理に集団を作らなくともピアサポートが得

られる関係性を構築でき，これが居場所感の醸成につな

がる可能性があることを示唆している．これと同時に他

者と対等で自然な交流を楽しむ心情は，特にクラスター

1において利用者の言動に管理的な大規模施設への不満

が反転する形で見出されていた．つまり大規模施設と比

較することで CDS に対する肯定的心情が際立った可能

性もあるが，いずれにしても利用者の言動を管理する環

境は居場所の要素 4）とは対極的であり居場所感の醸成

につながらない可能性が高い．またクラスター 3の対

象者は，他者との交流について多くを語らない一方で，

CDS の自由な施設文化や居心地の良さは語っているこ

とから積極的な対人交流を望んでいない可能性がある．

濱田らは，交流が苦手な高齢者の居場所作りが今後の課

題と述べていることからも 4），本研究の結果は DS で対

人交流を望まない者が居場所感を醸成するための回答で

もある．この点について，CDS では運動機器を使用し

一人でできる作業の選択肢が多く，その時間は他者と交

流せずに過ごせることで居心地の良さにつながった可能

性がある．

　次に CDS で可能な作業遂行の第 2の特徴は「自分の

意思で好きな作業を安心して遂行する」であった．これ

は第 1の特徴を支える内容であり，CDS の作業遂行の
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５．本研究の限界
　本研究の対象は一施設であったことと個別調査の対象

者が少ないため，本研究の成果を一般化するには限界が

ある．特に本研究の対象者の要介護度が比較的軽度で

あったことから，対象者が自分の意思で判断し行動でき

る DS の環境，作業が用意されていることが居場所感の

醸成を促進する前提となる．また作業療法士として利用

者の個別機能訓練や他職員に対する機能訓練のファシリ

テートを行った経験がある筆者が研究者となったことに

加えて，CDS に好感をもたなかった者は通所先を変更

している可能性もあることから，CDS に対する肯定的

なデータが集まりやすかった可能性がある．

６．結論
　CDS で可能な作業遂行には「職員や他利用者と対等

で自然な交流を楽しむ」こと，および「自分の意思で好

きな作業を安心して遂行する」という特徴があり，これ

らが DS の居場所感を醸成し利用者の障害受容に導くこ

とが示唆された．これを踏まえた居場所感を醸成できる

DS 支援の視点は，専門職と利用者という非対称性を意

図的に排した対等で自然と実感できる人間関係の構築，

および利用者の意思や心身機能に合わせて使用や調整が

できる環境の構築が必要であり，その基礎には利用者の

意思で作業遂行できる自由な施設文化を構築する重要性

が示唆された．

７．謝辞
　研究の実施にあたりご協力いただいた CDS の方々，
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を踏まえて居場所感の醸成につながる DS 支援の視点を

述べる．まず CDS は身体的エクササイズに特化した環

境であったが，利用者の意思で使用や調整できる環境を

整備することで，自身の心身機能に適合した，作業遂行

としての身体的エクササイズが可能になり，物理的居場

所の意味が見出されると考えられた．こうした物理的居

場所が機能する背景には DS 内の良好な人間関係，特に
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居心地の悪いものであろう．従って，交流を好まない利

用者の居場所作りでは，他者との交流を是とする社会的
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理，社会，文化的環境を整備することが重要である．
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